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構 成 

 

第1章  ACR NXPR-4-01 営業マニュアル 

１． 商品説明 

２． 商品注意事項の事前説明 

３． 搭載条件の確認と装着可否判定 

４． 商品の注文 

５． 装置の装着、記載変更手続き、引渡し 

添付・・・ACR NXPR 搭載検討書 兼 同意書 

 

第2章 ACR NXPR 部品表 

１． 部品選定の流れ 

２． 装置本体キット 

３． 必須オプション部品－燃料ゴムホースキット 

４． 必須オプション部品－ハーネスキット 

５． オプション部品選定 

６． バンド＆ブラケットキット 

７． フレキシブル管 

８． C クランプセット／パイプクランプ 

９． パイプ（材質：STKM、ｔ＝２．３） 

１０．パイプ（拡散パイプ製作専用） 

１１．テーパ管 

１２．フランジ／ガスケット（三角型） 

１３．フランジ／ガスケット（四角型） 

１４．フランジ／ガスケット（レモン型） 

１５．耐熱マウントラバーキット 

１６．その他部品 

１７．交換部品 

添付・・・手動再生用拡散パイプ製作について 

 

附帯資料 

１． 測温ロガーマニュアル(ACR NXPR-4-01 用) 

２． ACR NXPR 取付けマニュアル 

 

       

 

 



 

◇販売から装着まで流れ（概略） 

１． 装着を希望されるお客様へ商品説明  

    ↓ 

２． 装着を希望されるお客様へ商品注意事項の説明  

       ↓ 

３． 搭載条件の確認と搭載可否判定  

       ↓ 

４． 商品のご注文  

       ↓ 

５． 装置の装着、記載変更手続き、引渡し（取扱説明書、保証書の説明）  

 

 

◇価格及び適合表 

型式 ACR NXPR-3-01 ACR NXPR-3-02 ACR NXPR-4-01 

本体標準価格 

（税抜） 

\1,100,000.- \1,100,000.- \850,000.- 

 

排気ガス規制区分 KC-（平成 6 年規制） 

いすゞ 

 

 

 6HH1 

(175、210 馬力) 

4HF1(130 馬力) 

4HG1 

4HJ1 

日野自動車 

 

J07C 

J08C 

(200、215 馬力) 

  

国土交通省評価 

番号 

MLIT-NPR-7 MLIT-NPR-9 MLIT-NPR-14 

八都県市指定番号 指定無し 074-D 079-D 

備 考 

 

八都県市エリア内

の乗入は不可 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１． 商品説明 

１） 装置概要 

本装置はディーゼルエンジンから排出される NOx（窒素酸化物）および PM（粒子状物

質）を同時に低減する NOx･PM 同時低減装置です。 

本装置を装着することで、自動車 NOx･PM 法を適合することが可能になります。 

 

 

システム概要図 

２）各部の名称と機能 

 名称 機能 

1 ＮＯx 触媒、酸化触媒、

連続燃焼 DPF 

エンジンから排出されたＮＯｘ及び PM を低減します。

2 NCU（制御装置） 各センサからの信号を処理し装置全体を制御します。

3 燃料供給装置 車両燃料ホースから分岐した燃料をインジェクタへ供

給します。 

4 インジェクタ 最適なタイミングで燃料を噴射します。 

5 アイドルアップアクチュ

エータ 

手動再生スイッチをONにするとアクセル開度をアップ

します。 

6 バキュームソレノイド 手動再生時に排気ブレーキシャッタの開度を調整す

るバルブです。 

7 ＮＯｘセンサ エンジンから排出されたＮＯx 量を測定します。 

8 出入口温度センサ 装置本体の出入口部の排気温度を測定します。 

9 出入口圧センサ 装置本体の出入口の排気圧力を測定します。 

10 インジケータ 装置の作動状態を表示します。 

11 緊急停止スイッチ 緊急時に装置全体を停止します。 

  ※アイドルアップ機構は、ACR NXPR-4-01 より新設されて機能部品です。 



 

  ３）基本仕様一覧 

  装置型式 ACR NXPR-4-01 

適合エンジン型式 平成 6 年規制適合 KC- 

原動機：4HF1（130 馬力）／4HG1／4HJ1 

いすゞエルフ、日産アトラス、マツダタイタン等 

規制適合 

 

国土交通省自動車ＮＯx・PM 法（評価番号 MLIT-NPR-14） 

八都県市環境条例（指定番号 079-D） 

大阪府流入車規制 

NOx 浄化方式 軽油を還元剤とした HC-SCR システム 

PM 浄化方式 酸化触媒及び連続燃焼 DPF 

PM 再生モード 自動再生モード 

手動再生モード※ 

使用燃料 軽油（硫黄分 50ppm 以下） 

燃料消費量 3～5%増加（満タン法、当社走行試験による） 

取付け時間（目安） 1.5～2 日間 

但し、特殊架装車は 3～5 日間前後かかる場合があります。 

製品保証 装着完了日から 1 年又は 10 万 km 走行いずれか早い時点 

但し、PTO 付き車両は搭載完了日から 1 年又は 5 万 km 走行

いずれか早い時点 

寸法 約全長 860 ㎜×外径φ210 ㎜ 

重量 約 30kg 

定期点検 搭載 3 ヶ月点検、年次定期点検 

定期交換部品 燃料供給装置 3 年／15 万 km 

一般交換部品 

（）内は交換周期 

酸化触媒（15 万 km） 

ＮＯx 触媒（15 万 km） 

DPF（15 万 km） 

インジェクタ（3 年又は 15 万 km） 

入口／出口圧力センサ（2 年又は 10 万 km） 

入口／出口温度センサ（2 年又は 10 万 km） 

ＮＯｘセンサ（2 年又は 10 万 km） 

※交換周期は使用状況により変動します。 

 

※手動再生モード 

   連続燃焼 DPF に捕集された PM は、規定圧力値以上になった場合、溜まった煤の燃焼

（再生）のため、運転手の方に手動再生を行って頂きます。 

尚、手動再生は安全な場所に車両を停車させ、テールパイプに専用の拡散パイプを取り

付け、スイッチ操作を行って頂きます。（手動再生時間は、約 20～最大 45 分間必要です。） 



 

２． 商品注意事項の事前説明 

本装置の特性ならびに注意事項について、お客様に充分にご説明して下さい。 

 

１）正しく安全にご使用いただくため、ご購入前に搭載条件の確認が必要になります。 

万一、搭載条件を満たさない車両には、装置の装着はお断りすることあります。 

 

２）ＮＯx 還元剤等に燃料（軽油）を用いるため装着前に比べ燃料消費量が約 3～5%増加し

ます。 

 

３）走行条件や車両条件等により頻度は異なりますが、インジケータランプに詰まり警報が

表示された場合、速やかに手動再生を行って頂く必要があります。 

尚、手動再生は 20 分～最大 45 分間必要です。 

※手動再生を怠ると装置のみならず車両側にも重大な事故につながる可能性があり

ます。この場合、保証しない事項に該当しますのでご注意下さい。 

 

４）運転者は手動再生を行う場合、マフラーのテールパイプから高温の排気ガスが排出さ

れますので、安全ならびに事故防止のため、テールパイプ部に専用の拡散パイプを装

着していただきます。 

 

５）極低速走行または長時間のアイドリング運転（目安：１～2時間）で使用される車両に本

装置を装着することは故障の原因になりますので推奨しておりません。このような車両

に装着する場合は、お客様の責任のもと装着していただきます。 

万一、故障が発生した場合は当社の保証対象外となります。 

 

６）自動車ＮＯｘPM 法に適合させるためには装置装着後に陸運支局にて車検証の記載変

更手続きが必要になります。 

 

７）定期点検、定期交換部品および一般交換部品の定期交換は、安全にご使用いただく

ため必要です。万一怠った場合、自動車ＮＯx・PM 法に抵触する恐れがあります。 

拡散パイプ装着例 



 

３． 搭載条件の確認と装着可否判定 

装着後、正しく安全にご使用いただくため、下記の通り搭載条件の確認を行って頂きま

す。搭載条件に満たない車両には装着することができません。 

 

≪搭載条件確認の流れ≫ 

 

（１）適合エンジン型式の確認 

    ↓ 

（２）装置の搭載スペースを確認 

    ↓ 

（３）車両の状態、走行条件や特性が装置に適合しているか確認 

       ↓ 

   （４）搭載可否判定 

 

１） 適合エンジン型式の確認 

  ①下記のエンジン型式に適合していることを確認して下さい。 

規制年 エンジン型式 

KC（平成 6 年規制） 4HF１（130 馬力）※ 

４HG1 

4HJ1 

    ※4HF1 型エンジンの馬力はメーカー又はディーラへお問合せ下さい。 

       

２） 装着スペースを確認 

①装置本体が確実に搭載できるスペースがあることを確認して下さい。 

 
（上：純正マフラー／下：NXPR-4-01） 

 

※ 純正マフラーに比べ大きくなりますのでご注意下さい。 

 



 

②環境温度において下記基準値を満たしていることを確認して下さい。 

機器名称 基準値 

装置本体 80℃以下 

NCU 80℃以下 

燃料供給装置 70℃以下 

 

③エキゾーストマニホールドから装置本体までの距離が 1～3m 以内であることを確認 

 して下さい。 

 

④装置装着後、最適地上高が保安基準値以内であることを確認して下さい。 

 

 

⑤装置装着後、車両のデパーチャアングルが確保できることを確認して下さい。 

 

⑥出口排気管の向きが保安基準値を保つことができることを確認して下さい。 

（車両中心に対して 30°以内） 

 



 

３） 車両の状態、走行条件や特性が装置に適合していることを確認 

①装着予定車両が保安基準値を満たしている車両であることを確認して下さい。 

②無負荷急加速黒煙濃度測定により、黒煙濃度 25%以下であることを確認して下さ

い。 

③下記の測定方法により、排気温度が基準値内であることを確認して下さい。 

   基準値 

最高排気温度 620℃以下 

平均排気温度 通常走行時 290℃以上割合 7%以上 

低温持続時間 入口温度 200℃以下が 2 時間以内 

    

 【排気温度測定方法】 

項目 内容 

測定方法 測温ロガーによる測定 

測定車両の走行条件 取付け後、通常使用条件にて実働４２時間 

（アイドルリング含まず。）以上および８００ｋｍ

以上の走行 

 

         

 

測温イメージ 

  【温測の流れ】 

 

 

 

 

※詳しくは、測温ロガーマニュアルをご確認下さい。 

①測温ロガー 

取付け 

②測定走行 

 

③ デ ー タ 取

出し／送付 

④可否判定 

（ESR） 

D195-007 

測温ロガーKIT 



 

４） 搭載可否判定 

① 測温データのメール送信 

排気温度測定したデータファイルを当社へメール送信して下さい。 

 

メールアドレス：sokuon@esr-ltd.jp 

 

② 搭載検討書兼同意書の作成 

・車両情報及び使用条件等を確認するため、搭載検討書を記入下さい。 

・商品注意事項について、ご確認のうえ承諾した旨ご捺印下さい。 

 

 

 

搭載検討書兼承諾書 

 

③ 搭載検討書兼同意書の郵送 

 

 

 

 

 

 

④ 搭載可否判定  

当社において、測温データ及び搭載検討書をもとに搭載の可否判定について、 

ご回答差し上げます。 

ご注文前に弊社までご郵送下さい。 

【郵送先】 

〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津桜台 4031 

株式会社 ESR 愛川事業所 営業技術部行き 



 

４．  商品のご注文 

搭載レイアウトを検討のうえ、必要な部品を選定して下さい。 

１）ACR NXPR-4-01 

 

 

２）搭載オプション部品 

 

  

３）テールパイプ拡散パイプ 

  車両マフラーのテールパイプから拡散パイプまでの配管は部品選定の上、製作して 

下さい。 

 

 

５）新規設定部品（NXPR-4-01）                         (単位：円、消費税抜き価格) 

 品名 部品番号 定価 

1 NXPR4-01 本体  850,000

2 バンド＆ブラケットキット横吊用 D156-010 35,000

3 フレキシブルパイプ 

φ61.5 ㎜×長さ 255 ㎜ 

D612-008 10,000

4 測温ロガーキット（NXPR-4-01 用） D197-007 60,000

  ※部品選定は、部品表をご参照下さい。 

※貴社製作範囲 

※本体付属部品 

※燃料ゴムホースキット 

φ8 ㎜、φ10 ㎜、φ12 ㎜ 

上記選定下さい。 

 



 

５．装置の装着、記載変更手続き、引渡し 

 

（１） 搭載レイアウトの検討 

（２） バッテリーターミナルの取り外し 

（３） 純正マフラーの取り外し 

（４） 装置本体の搭載 

（５） 排気管の製作、吊ブラケットの製作 

（６） 燃料供給装置の取付、燃料配管の接続 

（７） NCU の取付 

（８） アイドリングアップ機能関連の取付 

（９） IG 信号、インジケータ、リレー、緊急停止スイッチ、手動再生スイッチ取付 

（１０）ハーネス、燃料配管の固定 

（１１）バッテリーターミナルの取付 

（１２）NCU の固定 

（１３）新規搭載の点検 

 

（１４）点検記録簿の記入 

（１５）各種ステッカ類の貼付け 

（１６）装着証明書の発行 

 

（１７）陸運支局にて車検証の記載変更 

（１８）お客様へ取扱説明、保証書の説明 

（１９）お客様へ車両引き渡し 

 

 
注意！ 

純正エキゾーストパイプをそのまま使用する場合、パイプの劣化・腐食に注意してください。 

パイプ割れの可能性がありますので、エキゾーストパイプ類は新規交換をお勧めします。 



ACR　NXPR搭載検討書　兼　同意書

記入日 年 月 日
≪車両情報≫
車輌型式 ｴﾝｼﾞﾝ型式 車輌形状

登録ﾅﾝﾊﾞｰ PTOの有・無 変速機
有 無 M/T A/T

走行距離 架装の有・無 架装内容
有 無

≪お客様情報≫
お客様名

様
住所 連絡先

≪車輌使用状態≫
該当する箇所を○で囲む。該当無き場合はその他に記入。

①車両使用頻度
週3回以上 週1回程度 月1回以下 その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
②車両使用時間（1日のｴﾝｼﾞﾝを掛けている時間）
8時間以上 3時間程度 1時間以下 その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
③車両走行時間(1日の実走行時間）
6時間以上 3時間程度 1時間以下 その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
④ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ時間（1日の長期連続ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ時間）
6時間以上 3時間程度 1時間以下 その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤PTO時間（1日のPTO連続作業時間）
6時間以上 3時間程度 1時間以下 その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑥高速路使用頻度（渋滞路は除く）
週3回以上 週1回程度 月1回以下 その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑦高速路使用時間（渋滞路は除く）
6時間以上 3時間程度 1時間以下 その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑧積載頻度
週3回以上 週1回程度 月1回以下 その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑨積載量
最大積載 半分程度 積載しない その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑩黒煙濃度測定

測定ろ紙貼付け 測定ろ紙貼付け 測定ろ紙貼付け

％ ％ ％

NPR-4取付け後、弊社が点検にお伺いしても大丈夫な曜日に○をつけ、時間をご記入下さい。

点検可能日 月 火 水 木 金 土 日

点検可能時間 （　　　：　　　　　～　　　　：　　　　　）
※データーの吸上げと作業で約2時間程度掛かる予定です。



【 商品注意事項】

１）正しく安全にご使用いただくため、ご購入前に搭載条件の確認が必要になります。
万一、搭載条件を満たさない車両には、装置の装着はお断りすることあります。

２）ＮＯx還元剤等に燃料（軽油）を用いるため装着前に比べ燃料消費量が約3～5%増加します。

３）走行条件や車両条件等により頻度は異なりますが、インジケータランプに詰まり警報が表示
された場合、速やかに手動再生を行って頂く必要があります。

尚、手動再生は20分～最大45分間必要です。

※手動再生を怠ると装置のみならず車両側にも重大な事故につながる可能性があります。この
場合、保証しない事項に該当しますのでご注意下さい。

４）運転者は手動再生を行う場合、マフラーのテールパイプから高温の排気ガスが排出されま
すので、安全ならびに事故防止のため、テールパイプ部に専用の拡散パイプを装着していただ
きます。

５）極低速走行または長時間のアイドリング運転（目安：１～2時間）で使用される車両に本装置
を装着することは故障の原因になりますので推奨しておりません。このような車両に装着する場
合は、お客様の責任のもと装着していただきます。

万一、故障が発生した場合は当社の保証対象外となります。

６）自動車ＮＯｘPM法に適合させるためには装置装着後に陸運支局にて車検証の記載変更手
続きが必要になります。

上記の通り、了承のうえ同意いたします。

■販売取扱店様（整備工場様） ■お客様（お車を使用される方）

住所 住所

会社名 会社名印 印

連絡先 連絡先

ご担当者（署名者） ご担当者（署名者）

拡散パイプ装着例



手動再生用拡散パイプ製作について

目的
ACR NXPR-4シリーズは、安全ならびに事故防止のため手動再生中の高温排気ガスを
拡散させることを目的とした拡散パイプの製作ならびに装着を義務付けております。
ACR NXPR-4シリーズを装着される整備工場様は、製作必須要件ならびに拡散パイプ作
製手順に従いに部品選定のうえ拡散パイプを製作してください。

尚、拡散パイプには汎用設定ございませんので、大変お手数ですが下記の注意点に基
づき基本キットから拡散パイプを製作していただくようお願いいたします｡

特に､塵芥車(ｺﾞﾐ収集車)など出口形状が複雑でので、拡散パイプ製作前にはユーザと相
談の上、危険がないよう製作してください｡

拡散パイプ製作必須要件

注意事項
ACR NXPR-4シリーズは、DPF内のスス捕集状態に応じて停車時に手動再生によるスス
の燃焼再生が必要です。手動再生中は装置の出口より８００℃以上の高温の排気ガス
が排出されますので、下記について遵守くださいます様お願い申し上げます。

１）手動再生を行う場合は、「人のいない安全な場所で行うこと。」となっております。しか
し、一層の安全のため、排気管出口への拡散パイプ設置を義務づけしております。
２）拡散パイプは、排気管から排出される高温の排気ガスを多方向に分散し、安全性を
向上させます。必ず製作のうえ車両に保管ください。
３）ユーザーへ納車の際に拡散パイプ取り付けの重要性を説明し、手動再生時には必ず
装着するようご指導ください。
４）拡散パイプを取付けずに手動再生を行った場合、①周囲の人間のやけど、②車両へ
の熱害(タイヤバースト･荷台への引火)など、さまざまな障害が発生する恐れがあります｡
ユーザー様へご説明ください。
５）手動再生時以外は拡散パイプは取り外してください。拡散パイプを装着した状態で走
行すると脱落し重大な事故につながる可能性があります。ユーザー様へご説明ください。

車体から水平であること
周囲に燃えやすいものが無いこと 車体から20cm以上離れていること

ESR／ACR



拡散ﾊﾟｲﾌﾟ作製手順

基本キット部品内容（ブラケットキットに付属）

①取付け部品の位置を決める

蝶ねじで取付ける

②拡散ﾊﾟｲﾌﾟ先端部品の位置を決定

③配管の作成

拡散ﾊﾟｲﾌﾟ先端部品

拡散ﾊﾟｲﾌﾟ取付用部品

車両配管

中間をつなぐφ70の配管を作成
または弊社までご注文ください

取付用部品･拡散ﾊﾟｲﾌﾟ先端部品は
φ70の配管が差込めるよう作成してあります｡
差込箇所を全周溶接してください｡

上記条件を満たす位置に拡散ﾊﾟｲﾌﾟ先端部品を配置する

ESR／ACR
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